
評価指標例 資料

 大項目

中項目 個別事業 実績評価 既存統計データ

ファミリー・サポート・セン
ター事業

××箇所

子 育 て 短 期 支 援 事 業
（ショートスティ事業）

××箇所

子育て短期支援事業（ト
ワイライトスティ事業）

××箇所

・現在の家庭・地域環
境において、もう一人
子どもを産み育てたい
と思う割合

●合計特殊出生率

地域子育て支援拠点事
業

××箇所
・希望する子どもの数
と現実の差

●■世帯あたり子ど
も数

通常保育事業 ××人

病児・病後児保育 ××箇所

延長保育事業 ××箇所

休日保育事業 ××箇所

夜間保育事業 ××箇所

特定・一時保育事業 ××箇所

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

放課後児童健全育成事
業

××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人 ◇理想の子どもの数

・・・事業 ××人 ◇持てる子どもの数

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

妊婦検診事業 ××（検診数）

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

◇児童のいる世帯の
母親の就業率

◇出産、育児を理由と
した離職者の割合

◇「育児」、「子供の教
育」に対する悩みやス
トレスのある父母の割
合

■就業率（男女別）

・子どもの成長にとって良好な情報
環境が整備されていると感じる割合

■市（区）町村立図書館の設置状況

－

◇子育てを楽しいと感
じる割合

■都道府県別「コンピュータの設置
状況」及び「インターネット接続状
況」の実態

■15歳以下の交通人身事故発生件
数

母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増進

－

－

・子どもの生きる力の育成に向けた
十分な地域の教育環境が整備され
ていると感じる割合

・地域における小児医療サービスの
利便性・安心感
・地域における小児医療サービスの
経済的負担感

良質な住宅の確保

良好な居住環境の
確保

安全な道路交通環
境の整備

安心して外出できる
環境の整備

施　　　　策 施策レベルの評価指標（アウトカム）

地域における子育
ての支援の充実

個別事業レベ
ルの評価指
標（アウトプッ
ト）

－

達成度
利用度

・地域のサービス・施設が利用しや
すいと感じる割合

・地域の中での子育てに満足してい
る割合

・地域の子育て支援サービスなどの
情報が得やすいと感じる割合

・母子保健施策と地域の子育て支
援サービスの連携が行われている
か

・支援の利用度
（サービス対象者
に占める利用者
の割合）

※以下の施策レ
ベルについても
同様

・支援内容の認知度

・支援目的の理解度

計画全体の評価指標（アウトカム）

意向度等

【★子育てに関して不
安感や負担感を持つ
保護者の割合】

既存統計データ

●出生数

子どもを取り巻く
有害環境対策の推
進

・支援の利用度
・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

子育て支援のﾈｯﾄﾜｰ
ｸづくり

小児医療の充実

「食育」の推進

思春期保健対策の
充実

子どもや母親の健
康の確保

・支援の利用度
・妊娠・出産の経過に対する満足度

・子どもの健診に対する満足度

子どもの生きる力
の育成に向けた学
校の教育環境等の
整備

・子どもが健康的な食習慣を身につ
けていると感じる割合

・子どもが年少の子どもや赤ちゃん
と触れ合う機会が増えていると感じ
る割合

・支援の利用度

子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

次代の親の育成

認知度・理解度

地域における子育ての支援

●待機児童数（年齢別）

●保育所において保育指針を作成
している施設の割合

―

保育サービスの充
実

●周産期死亡率

●乳児死亡率

【★希望した時期に保育サービスを
利用することができた利用者の割
合】

・保育サービスが利用しやすいと感
じる割合

・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

●保育所在所率（公私別）

◇子育てネットワークの構成割合

【★子育てが地域の人に（もしくは、
社会で）支えられていると感じる割
合】

・子育てについて、気軽に相談でき
る人がいる割合
・地域における子育て支援活動に参
画する割合

■子どもの起床、就寝時間

■子どもの朝食習慣

・地域の活動拠点（児童館等）が利
用しやすいと感じる割合

・就学前保育から放課後児童クラブ
への移行に支障が無いと感じる割
合

児童の健全育成

・子どもの思春期保健対策に係る満
足度

■不安や悩みの種類（子どもの性
に関すること）

◇小児人口に対する小児科医、新
生児科医師、児童精神科医師の割
合

家庭や地域の教育
力の向上

・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

・子どもが自然、社会、文化などの
体験をしやすい環境である、と考え
る人の割合

子育てを支援する生活環境の整備

◇子育て世帯の住宅のまわりの環
境（子どもの遊び場・公園、子育て
支援サービスの状況等）について満
足している割合

◇子育て世帯の住宅（住宅の広さ
や間取り等）について満足している
割合

◇子育て世帯の誘導居住面積水準
達成率

◇共同住宅ストックの共用部のユニ
バーサルデザイン化率

■少年が被害者となったの犯罪・事
故等の被害件数

・子どもの遊び場に関する満足度

・子どもとの外出時に安心と感じる
割合

※指標欄の
『★の指標は全国共通の指標』として設
定が望ましいもの

※既存データ欄の
“●”は市町村単位で入手可能なデータ
“■”は都道府県単位で入手可能なデー
タ
“◇”は国全体のみのデータ
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評価指標例 資料

 大項目

中項目 個別事業 実績評価 既存統計データ

施　　　　策 施策レベルの評価指標（アウトカム）個別事業レベ
ルの評価指
標（アウトプッ
ト）

達成度
利用度

計画全体の評価指標（アウトカム）

意向度等 既存統計データ認知度・理解度

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人 ■母子世帯の年間収入状況

・・・事業 ××人 ■母子世帯における母親の就業率

・・・事業 ××人 ■母子世帯の住居所有状況

・・・事業 ××箇所 ■母子世帯における相談相手の有無

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

【都道府県計画】

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人 ■里親委託率

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

・・・事業 ××人 ■母子世帯の年間収入状況

・・・事業 ××人 ■母子世帯における母親の就業率

・・・事業 ××人 ■母子世帯の住居所有状況

・・・事業 ××箇所 ■母子世帯における相談相手の有無

・・・事業 ××人

・・・事業 ××人

・・・事業 ××箇所

要保護児童への対応等きめ細かな取組の推進

社会的養護体制の
充実

障害児支援の充実

母子家庭等の自立
支援の推進

・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

児童虐待防止対策
の充実

検討中 検討中

検討中

・支援の利用度

■週間就業時間

■妻の家事育児時間に対する夫の
家事、育児時間の割合

・支援の利用度

障害児支援の充実

仕事と子育ての両立
の推進

被害に遭った子ども
の保護の推進

・地域における防犯活動が活発であ
ると感じる割合

・子どもに係る事故や犯罪が増加し
ていると感じる割合

子どもの交通安全を
確保するための活
動の推進

母子家庭等の自立
支援の推進

検討中

・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

・支援の利用度

検討中

要保護児童への対応等きめ細かな取組の推進

・仕事と生活の調和
に対する認知度

多様な働き方の実
現及び男性を含め
た働き方等の見直し

児童虐待防止対策
の充実

検討中

◇学齢別の交通事故死傷者数と負
傷者数

安全・安心まちづくり
の推進等

・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

■少年が被害者となったの犯罪・事
故等の被害件数

◇継続就業率
◇育児休業取得率

子どもを犯罪等の被
害から守るための活
動の推進

子ども等の安全の確保

【★仕事と生活の両立がはかられ
ていると感じる割合】
・第１子出産前後の女性の継続就
業率（都道府県）
・女性が希望通りに出産後も仕事を
辞めずに働き続けることができてい
る割合（市町村）
・仕事時間と生活時間の希望と現実
の差
・子どもと一緒の時間を十分にとれ
ると考える保護者の割合
・短時間勤務制度導入企業割合（都
道府県）
・看護休暇の取得状況（都道府県）
・次世代行動計画を通じた連携な
ど、仕事と生活の調和に取り組む企
業との協働・支援の状況（市町村）
・企業内の両立支援策の周知度・利
用しやすさ・満足度
・配偶者の家事・育児分担に対する
満足度

■15歳以下の交通人身事故発生件
数

・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

・支援の利用度

・支援内容の認知度
・支援目的の理解度

・支援の利用度

※指標欄の
『★の指標は全国共通の指標』として設
定が望ましいもの

※既存データ欄の
“●”は市町村単位で入手可能なデータ
“■”は都道府県単位で入手可能なデー
タ
“◇”は国全体のみのデータ
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